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就職に向かうのに、ティオは良い場所
一歩踏み出さなければ何も変わらない
踏み出せば、しっかりサポートしてもらえる

事務補助／官公庁／利用期間１年７ヶ月／2024年４月就職
期間業務職員／精神障害３級／うつ／強迫神経症
Word文書処理技能認定試験３級
Excel®表計算処理技能認定試験２級

K.Tさんの就職 男性／50代

私には10年程度、仕事のブランクがありました。
一人でいる時間が長かったこともあり、人と関わることに怯えすら
感じており、経済的な事情から友人との交流さえ少なくなっていま
した。そんな生活を変えたいと思っていた頃、生活保護のケースワ
ーカーさんからティオのリーフレットを見せてもらいました。見学
の時にスタッフさんの雰囲気が良かったことが利用の決め手です。

『変わりたい！』
10年続いた生活を変える一歩をティオで

ティオは就職に向けて訓練・準備をする場所なので、厳しい場所と
いうイメージを持っていました。ところが、実際に通所してみる
と、スタッフさんが皆、どの年代の利用者さんに対しても物腰の柔
らかさを感じる話し方であり、話しやすい雰囲気に驚きました。
私の課題の一つは昼夜逆転した生活リズムを整えることでしたが、
最初は週に２日、半日だけという短時間の利用から始めました。周
囲に人がいる環境に馴染むのに３ヶ月程度かかったためです。少し
ずつ通所の時間や日数を増やしていくプランを立て、１年程かけて
週５日の通所へと増やしていきました。「個別プログラム」と聞い
てはいましたが、体調やその時々の状況に合わせて通所ペースや訓
練内容、目標を一緒に考えていける場所だと、改めて感じました。
通所することで生活サイクルが変わり、通所日数が増えるたびに、
自然に生活リズムを整えることができました。

働くための『訓練』の場
でも、話しやすい雰囲気に驚き

私にはWordとExcelの資格を取得するという目標がありましたし、
資格を取得できるだけのスキルを身につけることで10年のブランク
を気にせず、自信を持って就職活動に臨めるはずだと考えていまし
た。ティオには資格補助制度があり、金銭的にも安心して挑戦する
ことができ、合格することもできました。目標設定と達成との積み
重ねは、やはり、自信につながりました。
実際に就職活動を進めていくようになったのは、利用開始から１年
が経過した頃です。生活リズムが整い、パソコンスキルが向上した
ことで就職への意欲がさらに高まりました。

「コミュニケーション力を向上させるためにも」というスタッフさ
んのアドバイスを受けたこともあり、就職活動を始めた頃から集団
プログラムにも参加するようになり、参加の際は、人前で発言する
機会を設けるようになりました。プログラムも毎週土曜のイベント
も、社会復帰の良い練習になったと思っていますし、イベントは楽
しく、リフレッシュできる時間でした。

ティオ独自の補助制度があったから
安心して取り組み、資格を取得

就職活動では、目指す業種や職種、就労先が求める採用・労働条件
のチェックから始め、情報を整理しました。そして応募書類の作成
や面接対策、スタッフさんとの模擬面接も行いました。民間企業
での職場体験実習に参加したときには、規則正しい生活を送ること
と、コミュニケーションが大切であることと、そのために自己発信
する必要性を感じました。
就職活動の結果、官公庁へ入庁することとなりました。職場の雰囲
気が良く、入庁するまでに面談などのサポートがあり、安心して働
けると思いました。
今は事務補助員として外出する職員のサポート、勤怠チェック、外
出時のPASMO管理、備品管理等を行っています。覚えることが多
く、入庁直後はメモを取るのが大変でした。メモを取ることはティ
オで習慣化し、実務で役に立ったことの一つです。また、同僚と積
極的に関わることで仕事が円滑に進むことを実感しています。

自ら人と関わることで、仕事を円滑に

今の私は、相手の意見を素直に受け止めて、まず取り組んでみるこ
とが大切だと思っています。ティオを利用する以前の私なら、きっ
と考え込んで立ち止まってしまっただろうと思う場面に直面して
も、今は「とにかく行動して、違和感があれば誰かに相談しよう」
と考えます。一歩踏み出さなければ何も変わらないと思います。
就労移行時代からの私を理解しているスタッフさんが入庁後も月に
一度の職場訪問をして下さっています。自分でやってみてうまくい
かないことはスタッフさんがしっかりサポートしてくれると実感し
てきているので、定期的な面談実施の安心感も大きいです。
働きたい気持ちを持っていながらも、一歩踏み出せない人がいると
したら、ティオを積極的に活用することで、希望する就職に近づけ
るのではないか、ということをお伝えしたいです。

答えが出ないことに立ち止まっていたけれど
まずは、行動を！
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